
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成23年11月14日

【四半期会計期間】 第25期第２四半期（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30日）

【会社名】 株式会社ゴルフ・ドゥ

【英訳名】 ＧＯＬＦ・ＤＯ　ＣＯ.，ＬＴＤ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　伊東　龍也

【本店の所在の場所】 埼玉県さいたま市中央区上落合二丁目３番１号

【電話番号】 （０４８）８５１－３１１１（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役 経営管理本部長 大井　康生

【最寄りの連絡場所】 埼玉県さいたま市中央区上落合二丁目３番１号

【電話番号】 （０４８）８５１－３１１１（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役 経営管理本部長 大井　康生

【縦覧に供する場所】 株式会社名古屋証券取引所（セントレックス）

（愛知県名古屋市中区栄三丁目８番20号）

EDINET提出書類

株式会社ゴルフ・ドゥ(E03474)

四半期報告書

 1/21



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第24期

第２四半期連結
累計期間

第25期
第２四半期連結
累計期間

第24期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 1,834,6502,008,1563,911,602

経常利益又は経常損失（△）　（千

円）
△21,360 73,456 △92,538

四半期純損益（△は損失）又は当

期純損失（△）（千円）
△54,793 61,541△146,420

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△60,833 54,693△157,305

純資産額（千円） 469,870 429,810 375,117

総資産額（千円） 1,942,7842,018,7962,159,880

１株当たり四半期純損益金額（△

は損失）又は１株当たり当期純損

失金額（△） (円）

△4,428.134,973.46△11,832.89

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 24.2 21.3 17.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△84,667 175,489△167,007

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△175,818 △606 △192,725

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
133,491△151,306 423,826

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
184,862 396,529 375,218

　

回次
第24期

第２四半期連結
会計期間

第25期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純損益金額（△

は損失） (円）
△3,558.863,854.72

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

　　　　２．売上高には、消費税は含まれておりません。

　　　　３．第24期第２四半期連結累計期間及び第24期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。第25期第２

四半期連結累計期間については、潜在株式は存在するものの、希薄化効果を有しないため記載しておりませ

ん。　

　　　　４．第24期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

  当社グループは、当社及び100％連結子会社２社により構成されております。 

各社の主要業務は次のとおりであります。

１．株式会社ゴルフ・ドゥ（当社）

　中古ゴルフクラブの買取り・販売を主たる営業目的とする「ゴルフ・ドゥ！」直営店及び同フランチャイズチェー

ンの本部運営を主要業務としております。

①仕入・販売の特徴

　当社における仕入れ・販売の特徴は、一般ユーザーが使用したゴルフクラブをそれぞれの店頭で買取り、傷や汚れ

等をメンテナンスした上で販売する点であります。新品クラブや用品等については、各メーカー、問屋から仕入をし

ており、フランチャイズ加盟店への卸売りを行っております。

また、中古ゴルフクラブ流通における当社直営店及びフランチャイズ加盟店独自の仕組みとして、全国の店頭在庫

約15万本を対象とした一般ユーザー向けの「ゴルフ・ドゥ！オンラインショップ」、「まっすぐネット」（注１）や

自店滞留在庫を他の直営店やフランチャイズ加盟店にて販売するためのインターネット上の「ゴルフ・ドゥ！市

場」（注２）のシステムを構築しており、お客様のニーズに応えるだけでなく仕入コストの削減、過剰在庫を避ける

ことのできる体制を作り上げております。

（注１）「まっすぐネット」：直営店・フランチャイズ加盟店全ての店舗がWeb端末を使用してゴルフ・ドゥ！店舗

　　ネットワーク内で商品検索を行い、販売店の店頭でお客様から要望のあった中古クラブを取り寄せるシステム。

（注２）「ゴルフ・ドゥ！市場」：直営店・フランチャイズ加盟店全ての店舗が出品・買取発注できるWeb上の市

　　場。一般消費者には公開されておらず、主にフランチャイズ加盟店の間で、不足する商材や過剰な商材の売買を

　　行うことで、在庫の流動化を図ることが可能。

②フランチャイズ事業

　　当社は、全国的な店舗展開を図るため、法人企業の開業希望社とフランチャイズ契約を締結しております。

フランチャイズ加盟店に対しては「ゴルフ・ドゥ！」の商標、商号を利用する権利を与えるとともに、加盟者の物

品販売、サービスの提供その他事業経営について統一的な方法で統制、指導、援助を行ないます。

また、当社は、実績のある加盟者との間でエリアフランチャイズ契約を結び、特定エリアの出店加速を推進しており

ます。

　

２．スクエアツウ・ジャパン株式会社（100％連結子会社）

  国内外の新品ゴルフ用品の一般小売、インターネット販売及び営業販売を主要業務としております。また、米国に

おいて同様の事業を主要業務とする同社の100％子会社としてThe Golf Exchange Inc．を保有しています。

　

（取扱商品）

　当社グループにおいて提供している主な商品及びサービスの内容は、以下のとおりであります。

 商品
 ゴルフクラブ  新品・中古

 ゴルフ用品  ボール、グローブ、シューズ、キャディバック、アパレル

 サービス
 クラブリペア  グリップ交換、シャフト交換、ロフト・ライ角調整等

 ゴルフレッスン  店内及び練習場でのレッスン、スクール等
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（事業系統図）

事業系統図は、以下のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

  

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

　

（1）業績の状況　

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災や福島第一原発事故の影響により停滞を余儀なく

された生産活動も製造業を中心に概ね震災前の水準にまで回復し、震災後の復興や節電に関わる商品を中心に消費マ

インドも回復してまいりました。しかしながら、欧州の金融不安や米国経済における景気回復の遅れなど、わが国経済

に与える不安材料は払拭されず、先行きの不透明感は未だに続いている状況となっております。　　 

　

　ゴルフ業界におきましても、震災による景気悪化の影響を受け厳しい状況が続き、消費者の購買意欲は急速に減退

することとなりましたが、その後、プレー人口におきましては、徐々に回復傾向に転じ、ゴルフ場／練習場の利用者数

が平成23年８月では前年同月比104.4％／102.4％と前年比超えとなり、ゴルフ用品の消費マインドも震災前の水準に

戻りつつあります（経済産業省「特定サービス産業動態調査」）。

　このような経営環境のもと、当社グループでは引き続き、事業全体の収益性向上を目指し、在庫の適正化等による粗

利益率の改善及び経費削減に努めてまいりました結果、直営全店売上高が第２四半期連結会計期間におきましては前

年同期比104.0％と回復し、粗利益率も5.5ポイント上昇いたしました。

　

　店舗につきましては、直営事業、フランチャイズ事業ともに新規出店はありません。その結果、平成23年９月末日現在

の営業店舗数は全国で合計75店舗のままとなっております。

　

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は売上が20億８百万円（前年同四半期比109.5％）、営業利益が74百万

円（前年同四半期は営業損失△20百万円）、四半期純利益は61百万円（前年同四半期は四半期純損失△54百万円）と

なりました。

なお、セグメント別の状況は以下のとおりであります。 

①（直営事業）

　当第２四半期連結累計期間においては、プレー人口の回復とともに自粛ムードが薄れ、消費行動も回復基調となりま

した。それに伴い、前期より進めてまいりました在庫の適正化等により、粗利益率は前年比4.2ポイント改善しており

ます。また、売上高も既存会員に対するＤＭやモバイル販促により回復傾向に転じたことで、平成23年９月度の直営全

店の売上高は前年比104.7％となりました。その結果、直営事業の売上高は12億16百万円（前年同期比94.2％）となり

ました。また、セグメント利益は91百万円（同2,444.9％）となりました。

　

②（フランチャイズ事業）

　当第２四半期連結累計期間においては、震災の影響がない西日本も消費行動が震災前の水準に戻りつつも、売上回復

までには至らず、計画どおりのロイヤリティ収入確保ができませんでした。その結果、フランチャイズ事業の売上高は

２億20百万円（前年同期比83.9％）となりました。また、セグメント利益は89百万円（同101.4％）となりました。

　

③（営業販売事業）

　当第２四半期連結累計期間においては、震災の影響が少ない西日本エリアでは、売上高は堅調に推移しました。ただ、

東日本エリアでは、まだまだ震災の影響が大きく計画した売上高を大幅に割り込む結果となりました。その結果、営業

販売事業の売上高は５億71百万円（前年同期比203.4％）となりました。また、セグメント利益は５百万円（同

63.0％）となりました。

　　

（2）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、当第２四半期連結累計期

間期首に比べ21百万円増加し、３億96百万円となりました。

   当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　 営業活動により得た資金は１億75百万円となりました。

 これは、主にたな卸資産の減少と税金等調整前四半期純利益によるものです。
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　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 投資活動により支出した資金は0.6百万円となりました。

これは、主に固定資産の取得の為の支出と敷金及び保証金の返金及び建設協力金の回収によるものです。

　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　 財務活動により支出した資金は１億51百万円となりました。

 これは、短期借入金と長期借入金の返済によるものです。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第２四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　 

（4）研究開発活動

　 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 44,000

計 44,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,083 13,083
名古屋証券取引所（セ

ントレックス）

 単元株式数

　　１株　

計 13,083 13,083 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

　平成23年７月１日～

　平成23年９月30日
－ 13,083 － 500,765 － 177,817
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（６）【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

松　田　芳　久 さいたま市南区 5,732 43.81

佐　藤　弘　子 愛知県東海市 404 3.08

ラオックス株式会社 東京都千代田区外神田4丁目6-7 400 3.05

中　村　義　和　 長崎県佐世保市 365 2.78

吉　川　直　樹 奈良県生駒郡斑鳩町 306 2.33

赤　根　　豊 東京都杉並区 263 2.01

伊　東　龍　也 さいたま市南区 185 1.41

株式会社丸三 島根県出雲市渡橋町1239 163 1.24

虞　　聞　正 三重県伊勢市桜木町 140 1.07

フォーク株式会社　 加須市土手1丁目11-24 132 1.00

計 － 8,090 61.83　

（注）上記のほか自己株式が709株あります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　　709 － 　－

完全議決権株式（その他） 　普通株式 　12,374 12,374 　－

単元未満株式 　－ － 　－

発行済株式総数 　　　　　　13,083 － －

総株主の議決権 － 12,374 －

　 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ゴルフ・ドゥ
埼玉県さいたま市　

中央区上落合2-3-1
709 － 709 5.42

計 － 709 － 709 5.42
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。　

退任役員　

　　役　　　名　 　　職　　　　名 　　　氏       名 　　　退 任 年 月 日

　　取　　締　　役 　　　　― 　　　井上　文彦 　　平成23年９月25日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 375,218 396,529

受取手形及び売掛金 209,977 199,016

商品及び製品 775,492 655,640

繰延税金資産 49,974 52,455

その他 36,683 37,636

貸倒引当金 △2,454 △2,257

流動資産合計 1,444,890 1,339,021

固定資産

有形固定資産 233,642 219,698

無形固定資産

のれん 74,275 65,537

その他 24,180 22,461

無形固定資産合計 98,455 87,998

投資その他の資産

その他 399,016 388,202

貸倒引当金 △16,124 △16,124

投資その他の資産合計 382,892 372,077

固定資産合計 714,990 679,775

資産合計 2,159,880 2,018,796

負債の部

流動負債

買掛金 244,740 189,734

短期借入金 330,610 300,000

1年内返済予定の長期借入金 241,392 241,392

未払法人税等 10,599 7,533

賞与引当金 18,008 20,797

ポイント引当金 27,515 25,997

その他 94,934 106,332

流動負債合計 967,800 891,787

固定負債

長期借入金 662,284 541,588

退職給付引当金 69,481 72,133

資産除去債務 26,862 27,141

その他 58,335 56,335

固定負債合計 816,962 697,198

負債合計 1,784,763 1,588,985
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,765 500,765

資本剰余金 177,817 177,817

利益剰余金 △268,954 △207,413

自己株式 △23,625 △23,625

株主資本合計 386,002 447,544

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △4,343 △2,844

為替換算調整勘定 △6,541 △14,889

その他の包括利益累計額合計 △10,885 △17,733

純資産合計 375,117 429,810

負債純資産合計 2,159,880 2,018,796
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 1,834,650 2,008,156

売上原価 1,182,687 1,290,621

売上総利益 651,963 717,534

販売費及び一般管理費 ※
 672,003

※
 643,396

営業利益又は営業損失（△） △20,039 74,138

営業外収益

受取利息 1,783 1,715

受取手数料 1,732 1,395

為替差益 4,173 4,722

その他 990 1,065

営業外収益合計 8,679 8,898

営業外費用

支払利息 7,580 8,699

その他 2,419 881

営業外費用合計 10,000 9,580

経常利益又は経常損失（△） △21,360 73,456

特別損失

固定資産除却損 2,159 －

固定資産売却損 － 37

店舗閉鎖損失 17,449 －

店舗閉鎖損失引当金繰入額 5,086 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7,235 －

特別損失合計 31,931 37

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△53,292 73,419

法人税等 1,501 11,877

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△54,793 61,541

四半期純利益又は四半期純損失（△） △54,793 61,541
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△54,793 61,541

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △305 1,498

為替換算調整勘定 △5,734 △8,347

その他の包括利益合計 △6,040 △6,848

四半期包括利益 △60,833 54,693

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △60,833 54,693
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△53,292 73,419

減価償却費 30,196 23,892

長期前払費用償却額 809 956

のれん償却額 4,268 8,738

貸倒引当金の増減額（△は減少） 866 △196

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,738 2,652

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,079 3,062

ポイント引当金の増減額（△は減少） △2,734 △1,517

受取利息及び受取配当金 △1,783 △1,891

支払利息 7,580 8,699

有形固定資産除却損 2,159 －

店舗閉鎖損失 17,449 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7,235 －

長期前払費用の増減額（△は増加） △1,385 －

売上債権の増減額（△は増加） △24,874 2,161

たな卸資産の増減額（△は増加） △28,818 115,156

仕入債務の増減額（△は減少） △18,311 △47,124

未払金の増減額（△は減少） 6,231 △7,718

未払費用の増減額（△は減少） △125 1,218

未払消費税等の増減額（△は減少） △33,302 18,976

その他 9,210 477

小計 △64,802 200,962

利息及び配当金の受取額 1,774 1,875

利息の支払額 △7,848 △8,522

法人税等の支払額 △13,791 △18,825

営業活動によるキャッシュ・フロー △84,667 175,489

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,499 △7,122

無形固定資産の取得による支出 △5,482 △2,714

敷金及び保証金の差入による支出 △12,690 －

敷金及び保証金の回収による収入 227 4,129

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△154,241 －

貸付金の回収による収入 212 196

建設協力金の回収による収入 4,805 4,904

その他 1,850 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △175,818 △606

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 130,125 △30,610

長期借入れによる収入 120,000 －

長期借入金の返済による支出 △116,634 △120,696

財務活動によるキャッシュ・フロー 133,491 △151,306

現金及び現金同等物に係る換算差額 △812 △2,266

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △127,807 21,310

現金及び現金同等物の期首残高 312,669 375,218

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 184,862

※
 396,529

EDINET提出書類

株式会社ゴルフ・ドゥ(E03474)

四半期報告書

16/21



【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日）

　

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）　

　給与 　153,286千円 　158,641千円

　賞与引当金繰入額 　22,108千円 　19,423千円

　退職給付引当金繰入額 　7,900千円 　7,031千円

　減価償却費 　30,196千円 　23,892千円

　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。　

　

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

　現金及び預金勘定 　193,062千円 　396,529千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金　 　△8,200千円 　　　　　　　　　　－　

　現金及び現金同等物 　184,862千円 　396,529千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
直営

フランチャ
イズ　

営業販売　

売上高     

外部顧客への売上高 1,290,960262,920280,7681,834,650
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 12,334 － 12,334

計 1,290,960275,255280,7681,846,984

セグメント利益 3,744 88,288 8,384100,418

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 100,418

全社費用（注） △120,457

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △20,039

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
直営

フランチャ
イズ　

営業販売　

売上高     

外部顧客への売上高 1,216,423220,692571,0402,008,156
セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ － － －

計 1,216,423220,692571,0402,008,156

セグメント利益 91,54989,509 5,282186,340

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 186,340

全社費用（注） △112,201

四半期連結損益計算書の営業利益 74,138

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

　　半期純損失金額（△）
△4,428円13銭 4,973円46銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）　
△54,793 61,541

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△54,793 61,541

普通株式の期中平均株式数（株） 12,374 12,374

（注）前第２四半期連結累計期間は、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式は存在するものの１株

　　　当たり四半期純損失であるため記載しておりません。又当第２四半期連結累計期間は、潜在株式調整後１株当たり

　　　四半期純利益金額は、潜在株式は存在するものの希薄化効果を有していないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

株式会社ゴルフ・ドゥ

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鎌　田　竜　彦　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水　野　雅　史　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ゴルフ・

ドゥの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平

成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゴルフ・ドゥ及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。　

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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